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蔭宝頭=菅1

撫撫職鯨霧職舞蕊霧繍鋤撚砺縫織蜘
会長江袋島吉

平成5年度の冬期研修会は、前号既報のように11 保護実績発表中央大会事前発表）に始まり、次いで

月22日（月）に、愛知県蒲郡市の西浦小学校を会場“学校林・きじっ子の森”に設けた三つの青空教室

として行われた。で、本校独自の野外授業が公開される。

本研究会は民間の任意団体、しかも文部省とは午後は、講師の国松俊英先生（児童文学者）か

違って、環境庁の系列にあるため、平日に公立学校ら、絶滅したトキを中心とした野鳥愛護のお話を拝

を会場としたり、公開授業を実施することなどは考聴して、一同感懐を新たにする。

えられないことであったが、今回図らずも理想的な最後に、“愛鳥教育の進め方”をテーマに懇談会

形で挙行をみたことは望外の喜びである。を持ち、遠来の山形・東京・滋賀・岐阜を始め、多

これもひとえに、鈴木一夫校長先生の深いご理解数の方々による活発な意見の交換が行われた。

から生まれたご英断と数々のご酉瞭、諸先生方のご以上で全日程を終了したが、うらやましい程に恵

厚情によるものと、改めて感謝を申し上げる次第でまれた自然環境の中で、展開された特有の活動と内

ある。容には、ただ感嘆と糊&の念があるのみだった。し

当日は、昨日来の雨も上がって秋晴れの好天気、かも、これら力帽を張ることなくさりげなく行われ

山すその学校に到着すると、天空高く数羽のトビが ている様子には、しっかりと地についている姿力洞

飛び交い「ピーヒョロロ」と歓迎のメッセージをわれてなおさらだった。

送っていて、“きじっ子の森”と共に牧歌調豊かな快い興奮を胸に、朝同様「ピーヒョロロ」と別れ

たたずまいを見せている。を告げる？トビの声に送られて校門を辞する。

研修会はまず、集会活動“きじっ子タイム”の明帰路に案内された養魚場のホシハジロの大群も研

る<楽しい発表（県代表として12月の全国野生生物修会と共に忘れ得ぬ思い出の一つとなった。

惨1野鳥のピンチ・全国でテグス公害～環境教育の周辺

◇死の釣り糸の恐怖I日本鳥類保護連盟が調査◇野鳥の被害を防ぐ釣り糸の開発

日本鳥類保護連盟は、一部のマナーの悪い釣り人一方、このようなテグスの被害から、野烏を守る

によって放置されたテグスの被害から野鳥を守るたうという各種の試みがなされている。

め、昭和56年(1981)から、テグス・クリーンキヤンその一例は、生分解性プラスチックを使った釣り

ベーンを実施してきたが、昨年の7月～9月に、全糸の開発(D精工KK)で、淡水、海水、土の中を

国の自治体や環境保護団体を通じて、359か所の海問わず、地球上に充満している微生物（バクテリ

岸、湖沼、河口（総延長約142km)で、テグスの回ア）によって、完全に分解される性質を持つ。lか

収調査を行った。月ほどで強度の低下が始まり、1年半か2年で自然

その結果、40都道府県の271か所から、総延長でに消滅、分解後は炭酸ガスと水とになって自然界に

東京～熱海の距離を越える約115伽のテグスが見つ 戻るので、極めて効果的である。

かつた。海岸、湖沼、河口の順に多く、くちばしに また、空気中での繁殖が困難なバクテリアの性質

絡んだり、えさと誤って飲み込むなどして死んだ水上、極端に湿気の多い場所以外は分解の恐れが無

鳥が39羽見つかっている。<、雨水に対してもすぐに溶ける心配が無い。

また、釣り人50人のうち4割近い17人が、使用使用後濡れた場合は、ナイロン製の物と同様に、

後のテグスを放置していた旨を答えている。水洗いをするか乾燥した場所におけば良い。

これまで確認した野鳥の死がいは178羽（うち28 本製品は目下試作の段階を経て、強度と分解力の

％は渡り鳥）にのぼり、同連盟では改めてマナーの 増強、品質の安定性とコストの面など、技術上・量

向上を訴える一方、メーカーにも取扱いを明記した産上の問題点と取り組んでいるが、一日も早い市

ステッカーを作るように要望をした。販、普及をマナーの向上とともに望んでやまない。

（野村週報より）

－3‐
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率冒成ふ年度冬期研修会報告毒”
1993年1!月22日（月）、愛知県蒲郡市立西浦小

学校において、今年度の冬期研修会を開催した。当

研修会は、本会始まって以来の、学校にお邪魔し

て、授業を参観し、懇談会を通して研修を深めると

いう願ってもない内容であった。

西浦小学校は、昨年11月に「ねばり強く考え自

ら学ぶ子の育成一身近な自然環境を活かした学習

活動を通して一」という研究主題で、生活科と理科

を中心に研究発表を行い、今回その実践の成果を十

二分に参観することができた。以下に、当日のプロ

グラムを紹介する。

10:00開会（会議室）・会長挨拶

・研修案内

10:25-10;45自然愛護集会

『きじっ子タイム」（体育館）

10:55-11:35国松俊英氏のお話

「滅びゆく烏一トキー」（視聴覚室）

4年生以上3校時

11:45-12:30公開授業

「きじっ子の森を生かした授業」4校時

生活科（2年2組）野沢先生第2青空教室

理科（6年2組）小林先生第1青空教室

学級裁量（4年1組）都築先生第3青空教室

14:00-14:55懇談会（会議室）

「学校林や地域の自然環境を生かした愛鳥教育』

α軍P

幸寺

蕊＊。
亀…

鰐：，:｡‘
姓.磯蕊

西浦小のシンポルバードとも言えるトビ。／き

じっ子の森ﾉの裏山に数百羽が住み着いている。定

時に餌をまくと、たくさん群れて集まる。
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蒲郡市は、西浦半島の西端に位置し、三河湾に臨

む漁港の町として栄えている。また、半島の先に西

浦温泉があり、観光地としても知られている。

西浦小学校は、全校16クラスの中規模校である

が、地域の自然環境を学習活動に活かし愛鳥教育に

取り組んでいる。その成果は、8月に行われた愛知

県野生生物保護実績発表大会において第一席に輝

き、愛知県代表として全国大会においても優秀な成

績を修めている。

1．自然愛護集会について

自然愛護集会は、各学期に1回、全校児童が集

い、きじっ子タイム（毎週火曜日から土曜日の2限

と3限の業間25分間に設けられている時間で、体力

作りやファミリー（縦割）活動と共に月にl～2週

を自然タイムとして自然に親しむ活動を行ってきて

いる）や理科の時間に学習したことやネイチャーク

ラブや愛鳥自然観察部の活動などの発表を行ってい

るものである。

この活動を通して、自然愛護についての共通理解

を深め、自信を持たせるとともに、子どもたちの意

欲をさらに喚起するようにしている。

今回は、急逢、野生生物保護実績大会の全国大会

に向けてのリハーサルを兼ねて、西浦小学校の愛鳥

活動について、自然愛護委員会の児童によって発表

された。

司会進行も児童が担当し、クイズあり、歌あり、

演出も工夫されていて、見ていても大変楽しい内容

であった。替え歌による学校林「きじっ子の森」の

歌もあって、集会の最後に全員で元気よく歌われて

いた。《常務理事平田寛重》



2．講演について

児童文学者の国松俊英先生に、「滅びゆく烏一;、

キー」と題して、ご講演をお願いした。西浦小学校

の4年生以上の児童全員を対象にしていただいた

が、これは、私たち大人の参加者にとっても興味の

あるテーマである。スライドを上映しながら、わか

りやすくお話していただいた。

《お話のあらまし》

私は、11月3日に佐渡のトキ保護センターに行っ

てきました。そこでは、日本の最後の2羽のトキが

飼育されています。今まで山の中にあった保護セン

ターが古くなったので、今度新しく里に保護セン

ターがつくられ、2羽のトキも移されました。それ

で、それを見せてもらいに行ったのです。

2羽のトキの1羽は、雌で、名前を「キン」とい

い、人間で言えば75～80歳くらい、もう1羽のト

キは雄で、名前を「ミドリ」といい、65～70歳く

らいと言われています。

日本のトキは、今はもうたった2羽になってしま

いましたが、江戸時代には日本中にたくさんいたそ

うです。たんぽを荒らす悪い烏と言われるくらい

だったそうです。

明治時代になって、狩猟が行われるようになる

と、羽がきれいなので、その羽をとるために乱獲さ

れました。その他、羽毛を羽根ふとんにしたり、く

ちばしを物かけにしたり、その肉を食べたりするた

めにも捕られたそうです。それで、昭和の初めに

は、日本中で60～100羽しかいなくなってしまいま

した。そして、農薬などが使われるようになると、

さらにその数は減っていきました。

人間が、干潟を埋め立てたり、川の岸をコンク

リートで固めたり、ごみをすてたりするので、烏の

住む場所はどんどん少なくなっています。もし烏が

人間の言葉が話せたら、「もう私たちの住む場所を
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減らさないでください。」と訴えることでしょう。

《スライドを映しながらのお話》

トキは、白鷺に似ていますが、顔には羽毛があり

ません。トキは、このような山の中のたんぼなどが

あるところに住んでいます。そして、カエル・ド

ジョウ・バッタなどを食べています。ですから、こ

のような餌になる動物がいなくなると生きていけな

いのです。

トキの羽根は、日光に映えると、薄いピンクから

燈色に近い、きれいな色です。

トキは、餌を朝と晩の2回食べます。天然の餌で

は、寄生虫などがいたりして都合が悪いので、今は

肉（マトン）と卵などを混ぜた人工飼料を与えてい

ます。

トキは、繁殖期になると胸・背などが黒くなりま

す。胸のあたりから黒いふけのようなものが出るよ

うになり、それをくちばしで塗り付けるのです。こ

れは、巣に入って卵を温める時に目立たないように

するための工夫なのです。

新しい保護センターでは、一般の人も見学できる

ようになりました。また、隣に資料館ができました

ので、トキについていろいろと勉強することができ

ます。皆さんも、ぜひ見に行ってください。

《常務理事杉田優児》

3．授業について

授業は、いずれも学校林「きじっ子の森」で、野

外授業として行われた。

（1）生活科（2年2組）野沢先生第2青空教室

単元名「秋をたのしく

一身につけるかざりを作ろう－」

紅葉がきれいな季節である。また草や木の実が熟

して、様々に色づいている。それらを材料として自

由に集めさせ、画用紙の上に接着剤（木工用ボン

ド）で貼り付けさせていく活動である。

それにしてもいろいろな素材が集まった。どんぐ

り各種、じゅずだま、ピラカンサ、かえでの葉な

ど。きじっ子の森のどこにいけばどんなものが手に

入るか。どんな植物にどんな葉や実がついているの

か。面積としては決して広くはないはずの森である

が、植栽に工夫がされていることと、自然に任せて

いることとがうまく調和して、本当に植物の種類が
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豊富である。限られた時間の中で密度の濃い授業内

容にしたいと誰もが思うわけであるが、こうなる

と、面積が広くないことも、かえって長所にもなっ

てしまう。ふだんの学校林の管理が、本当に上手に

なされていることがよくわかった。

どの児童も、ごく自然に、本当に楽しんで活動に

取り組んでいた。植物の葉や実を貼り付けるという

単純な活動だが、「かざりをつくる」という目的意

識を持たせることによって、身近にある植物の一つ

の姿に数多く触れることができたわけである。友だ

ちが見つけてきた素材も利用することで、さらに興

味が開かれたようである。

こういった授業を、野外でそのまま行うというこ

ともすばらしいことである。とかく、素材を見つけ

たら後は教室でということが多いのだが、森の中に

いるということ自体にも自然体験としての意味があ

る。その点で、学校林の中に「青空教室」が設置さ

れていることがすばらしいと思う。

（2）理科（6年2組）小林先生第1青空教室

単元名「きじっ子の森の生きる力」

学習課題「野鳥は木の実を食べて森を増やす役目

をしているのだろうか。II」

本時は、8時間扱いの第7時。前時までに、児童

は、いろいろな活動をしてきている。

まず、「きじっ子の森」で木の実集めをし、その

同定を行っている。次に、林床の落葉の上などに落

ちている野鳥の糞を集め、その中に見られる種子の

同定を行っている。さらに、その種子をまいて幼木

が芽生えることを確認している。「ウンチ大作戦」

のネーミングも奮っているが、内容の濃い活動であ

る。その結果、植物の種子が野鳥の糞としてまかれ

ることによって幼木が育つのではないかとの予想が

立てられるようになっている。

－6＝

本時は、前時までの先行経験の上に立ち、「き

じっ子の森」の幼木調べを行う。画用紙に幼木の葉

を貼り付け、何の種か同定していく。その時、調査

地を一坪の大きさの正方形にして調査を行う。調査

地は、日照、風通し、水はけなど、いろいろな条件

を考慮し、数箇所設定し、それぞれにグループを割

り当てて調査を行うという活動である。

実際の子供たちの様子を見せていただいたが、幼

木についての識別力はかなりのものである。今まで

の体験（繰り返し指導を受けてきた自然観察）が、

それだけの力を養ってきたのだと思われる。また、

それは、その時々に限らず、日々の先生方の事前調

査（準備）の裏付けによるものであることがよくわ

かった。学校林も、ただ単に所有しているだけとい

うのでは、こうはなるまい。

理科の授業として展開されているが、学習指導要

領に示された指導内容をいかに効率よく理解させる

かというのでなく、この目の前の「きじっ子の森」

を使って、どんな内容を指導することができるのか

といった構想の下に一連の授業が組み立てられてい

ることがすばらしいと思う。

そして、そのために、クウォドラト、葉の形状に

よる種の同定といった本格的な調査技法を取り入れ

ているが、論理的な必然性と、低学年からの経験の

積み重ねがあるので、子供たちも無理なく入り込

め、いきいきと活動している。

今の子供たちは、環境問題の一般的な理解ができ

ても、その実、個人としての自然体験が貧弱である

ことが指摘されている。となれば、ますますこの西

浦小のような授業が必要になってこよう。目の前

の、足下の植物の生の姿に接し、それを識別しなが

ら科学的な理解を育んでいくことの重要性は言うま

でもない。身近な自然を理解させる一つの方法を見

せていただいたわけである。

”浄浄一

鐸

蕊蕊蕊蕊 溌鳶零鐙識

鼠蕊議溌
鱗…
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（3）学級裁量（4年1組）都築先生

第3青空教室

第1．2青空教室が、机と椅子のある野外教室で

あるのに対して、この第3青空教室は、広場として

の性格を持たせたものである。周りにベンチが配置

してある。したがって、ちょっとした動きを伴う

ゲームなどにはもってこいの場所である。

この時間では、4年生らしく、進行役も児童がつ

とめ、ネイチヤーゲームを中心に展開されていっ

た。「バットとモス」「ヘビとカエル」「イエス

ノー」などが、楽しく繰り返され、私たち参観者も

仲間に入れてもらっていっしょに楽しんだ。

単にゲームだけなら、教室でも体育館でも校庭で

もできるが、前述したように、草の生えた土の上で

のゲームであるからこそ、意味がでてくるわけであ

る。土の感触、草原の感触を、ゲームの体の動きの

中で感じ取っていくことは、都市化された生活環境

の中に置かれた子供たちにとっては、それだけでも

価値のあることである。

4．懇談会についての報告

午後から行われた懇談会は、国松先生はじめ、西

浦小の鈴木校長先生、遠くは山形から来られた先生

など計20名余りで、和やかな中に多くの質問も出る

など活発に行われた。

《主な内容》

（1）西浦小の研究内容の報告

～愛鳥教育担当の渥美先生より～

教育課程の中で大切な役割を果たしているという

学校林、通称「きじっこの森」がどのようにできた

かが説明された。

昭和50年頃、松枯れがおき、樹齢2叩年位の松も

なくなり、トビの営巣に適した営巣木が不足し、ト

ビの営巣環境が不安定になってきた。

そこで、市としては、スギ、ヒノキを植樹するこ

とを計画したが、西浦小で人口林をやめて、実のな

る木を植えたいと申し出、市に借用することになっ

た。

混交林というのは、烏がたくさん来ることから、

そこを学習の場に生かすことができる。それで、理

科、生活科はもちろん、音楽、道徳、詩の朗読、相

撲など、様々な教育課程の中で活用されるように

なった。

学校周辺にはきじっこの森のほかにも山があり、

トビの巣がある。西浦小では定時になると、毎日ﾉ胃

ンなどの餌をあげている。

これらの活動をするために

（ア）学校教育目標と組織の中にしっかりとした位

置付けをすることが必要である。

（イ）児童活動の場を広げるための児童会活動も、

内容を考え、活発化していく。

（ウ）「四季旬割は、自然界の中から季節感ある

内容をまとめ、職員に配布している。

い､『固

も
〆

ゲームだけでなく歌も歌われたが、校長先生が音

楽の専門家であることにもよると思われるが、どの

子供も、自然に大きな声でしっかりと歌うのはさす

がであると思った。また、集会活動の時間の最後に

全体合唱があったが、これもみごとであった。

司会者は司会者としての役割を果たし、参加者は

参加者として、私たち参観者をもてなすことまで考

える。これも、一つの自己表現であるが、こういっ

た活動が自然になされることは、日頃の教育の成果

であるに違いない。

《常務理事杉田優児〉

－7＝
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（2）質問の中から

1.父母支援活動も行われ、理解協力がえられてい

る。

・広報部の新聞、探烏会の計画と実施

（教師は援助）

2．児童の絵のすばらしさ。

・教師のアイデアで児童たちを動かすようにして

いる。

・きれいな花、めずらしい花などはクラスに1本

ずつ渡し、学級の時間に担任に話しかけてもら

うなどして、植物をよく見られるようになって

いる。

・6年になると精密画が描けるようになる。

3．自然愛護委員会の活動について

活動内容

・森のパトロール

・自然愛護新聞の発行

・水族館の管理

・自然愛護集会の時のパート

・トッピー君の（傷ついたトビ）世話を受け持つ

4．きじっこの森のできるまで

・松が枯れたあと、ほかの木がでてきたり、移植

したりした。

・自然を生かした木と木のけんかがおこる

・ピラカンサは20本購入した。

・みどりの基金の利用

5．教員組織のありかた

若い人が、活動を推進していき、知識がある人

は、組織の下に位置し、援助をする。

傷ついた野鳥は、病院に持っていくとただで見

てもらえる。

豊･・

鳶脅上－－1

謹識鐘;§
蕊

鷺溌蕊3貝
罵蹴…鳶 鴬
懲黛

鴬蕊:』

児童の制作になる′自然愛護新聞ﾉ。毎月発行され

る。

蕊

§鍵

識識麓一､才脅二

教室を使った’愛鳥ルームノ。これは、その中の

一部′愛鳥自然部コーナーノ。ポズター、書籍;、模

型､享真、お知らせ､地図、その他各程f資料力;展示

されている。

自然や地元の環境を十分に生かしていること、意

欲的な活動のアイデアがあることを感じた。参加者

からの質問もつきないほどであった。

《島田利子〉

生態系モデルを模した展示｡小動物の模型を階層

別に配置してある。野鳥は､昆虫をはじめとする小

動物の上位に位置している。

-8-
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教育

山梨県牧丘町立牧丘第三小学校教諭

NACS-J財日本自然保護協会普及委員植原彰

その1学級花壇全部ヒマワリ作戦

2年生の学級花壇はすごい。他の学年はいろいろ

なお花を少しずつ植えているのに、2年生の花壇は

全部ヒマワリ。しかも、去年の2年生が育てた花か

らこぼれて、自然に芽が出たのを植えかえただけ。

労力はほとんど使っていない。

世話もラクチンだった。他の学年がせっせと草取

りしているのを尻目に、2年生はみんなでサッカー

に興じていた。ヒマワリが他の草を抑えて、どんど

ん成長してくれるので、草取りをする必要がないの

だ。他の学年から日照権をめぐって苦情が出るほど

だった。

花の時期はすごかった。大輪のヒマワリが所狭し

と並んでいるのだ。圧巻だった。

秋、ヒマワリの種が熟してきた。種がこぼれる前

破ったとマヮリは、よく乾燥させてから種を取る。

-9-

に花だけを切り取って、教室のベランダに干してお

いた。ベランダはヒマワリだらけになった。充分乾

かした後、種を取って、ゴミと仕分け、ビニール袋

にしまっておいた。ビニール袋5つ分の種が取れ

た。作業の最中、

「先生、ヒマワリの種って食べられるんだよ。」

と、さっちゃん。みんなで幾つも試食した。

冬、裏庭にある餌台にヒマワリの種を置いておい

た。去年もやったことなので、子どもたちは慣れた

ものだ。背の低いせいちゃんは、みんなに寄ってた

かって抱き上げられ、種を置いていた。

朝、教室に向かって階段を昇る途中、踊り場から

ちょうどこの餌台が見える。烏がきているものな

ら、大騒ぎだ。

「先生、先生。烏！」

と、職員室に駆け込んでくる。気の早いのは、さっ

そく教室から図鑑を持ってくる。みんなで頭を寄せ

あっては、この烏かな？あの烏かな？と調べて

いた。

3年前、受け持ちの6年生たちと餌台にヒマワリ

を置くことになった。

「餌台に置くエサはどうしよう？」

と問いかけたら、

「買ってくればいいじゃん、先生。○○マートなら

きっと売っているよ。」

という答。

なにか心にひっかかるものがあったが、子どもが

言うことも当然といえば当然。渋々、○○マートに

行って買ってきた。

2年前、ばくは1年生の担任だったのだが、餌台

のために、2年生の作ったヒマワリの種を分けても

らった。「○○マート』よりはマシだが、餌台に置

くために作物を育てて、収穫し、それを餌台に置く

という､･餌台に関わる全ての過程を経験しているわ

けではない。やっぱり、心にひっかかるものがあっ

た。

そして、昨年、

「今年こそは「餌台」の全過程を子どもたちと経験

しよう。」
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と、春から計画的に事を進めた。それが「学級花壇

全部ヒマワリ作戦』だったわけだ。

さて、自分たちで育てたヒマワリの種を使ったと

なると、それを置く餌台も既成のものではなく、何

とか自分たちで作りたくなる。しかも、新たに材料

を買ってくるのではなく、廃品を利用して、気軽に

楽しくできないか？

考えているうちに、牛乳パックが目についた。こ

れならすでに防水加工されているし、丈夫だから最

適では？1さっそく、子どもたちと作ってみるこ

とにした。

子どもたちは、この手作り餌台を1人1コずつ

持って、校庭に出た。木の枝に、餌台の針金を巻き

付け、餌になるヒマワリのたれを入れた。

ぼくの餌台に烏が来ますように．・・・

強い風が吹<と、上ラヒラ揺れてしまい、中のヒ

マワリが飛び散るという欠点はあったが、一番大切

な「烏たちが来てくれるかどうか」については合格

点だった。

「先生、ぼくの餌台に、烏が来てるよ。」

自分の作った餌台に烏が来ているのだ。感激もひと

しおだろう。

その2学校を自然情報収集センターに

子どもが烏の死体を持ってくることがある。

「おっ、いいもの拾ったねえ。先生にくれない？」

と頼むと、気前よく、

「いいよ。また、あったら、拾っといてあげる

よ。」

と自然諜報員に立候補してくれる。

「おーい、みんな。○○が烏の死体を見つけてきた

ゾ！」

とでも言おうものなら、すぐに人だかりとなる。烏

の死体はすごい人気だ。，。
．；

「先生、さわってみてもいい？」勢
「先生、私にも持たせて！」鍾

冬なら簡単に腐ることもないので、どんどんさわ

らせている。建

初めのうちこそ、恐る恐るなでたりしているが、

そのうち、羽を広げてみて、

「わあ、先生、きれいだね。」

と感動してみたり（羽を広げてみて、初めてわかる

色や模様もあるのだ。）、長く伸びた足の爪を見て

びっくりしたり。そんな友達の発見を見たり聞いた

噂

匿遵

餌台は、とっても簡単ノ

牛乳パックの側面4つ全部に、長方形の窓を開け

た。窓の下の部分は、あまり切り取らないで、エサ

がこぼれ落ちないようにした。バックの上の方は、

雨が入らないように、開ける前と同じように閉じ、

ホチキスで止めた。ふたの上部、左右2か所に穴を

開け、ここに針金を通して、手さげのようにした。

たったこれだけでできあがりである。これだけ

で、果たして餌台として機能するか心配だったが、

失敗して当たり前、成功すればもうけものと開き

直って、実験してみた。

-10－
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わぁ、きれいノカワラとワの隠された黄色いライン

リして、また、盛り上がる。

相手が高学年の子だったら、ここでちょっとだ

け、烏の体のつくりについて解説してあげる。

「みんなのひざは、こんなふうに後ろに曲がるよ

ね。だけど、烏の足は…、ほら、前に曲がる。変

だと思わない？じつはね、烏のここのところ

は、人間でいうと足首なんだよ。だから、前に曲

癖諏昂転と鍔錐…胡

鯉§

蕊

霧鋳ガ

識蕊
錘…_f二､溌識鴬譲：

＃
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がつたって、ちっともおかしくないの。ひざは

ね、もっと上の方にあって、羽毛でみえないんだ

よ。つまりね、鳥は足首から下だけを使って、歩

いているようなもんなんだよ。」

「先生、こう？」

と、ひざを使わないで、足首だけを曲げたり伸ばし

たりして歩き始めた子がいた。愉快だった。みんな

まねを始めた。なんだか、ペンギンの集団みたい

だった。

「ところでさあ、烏の鼻ってどこにあると思う？…

そうそう、くちばしにあいている、この穴が鼻の

穴。じゃあ、耳はあるかな？」

「え～、あるんじゃない？」

「先生、ちょっと見せて！」

ぼくの手から烏の死体を持っていき、何人かで頭

を突き合わせて、あっちこっちひっくり返して見て

いたが、ついにギブアップ。

「わかんないよ～。」

「見つからなくて、当たり前。毛でね、かくされて

いるんだよ。耳のある場所は、だいたい人間と同

癖詫

溌 蕊…灘

鳥の羽実物図鑑。今のところ19種類25個体

-11-
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じ。ちょっと毛をどかしてみると…、これこれ､

これが烏の耳。場所は同じだけど、みんなの耳と

は、だいぶ違うね。そうそう、耳たぶがないん

だ！」

チャイムが鳴り、休み時間が終わった。子どもた

ちは残念そうに去っていった。

「手をせっけんでよ～く洗つときなよ！」

ぼくは子どもたちの後ろから、大声で言った。

こんなふうに、烏の死体を十分、教育的に（？）

使わせてもらった後、ぼくはその写真を撮ってい

る。全'体像はもちろん、足の指の様子や、くちばし

を上から見た写真なんかも撮っている。これらは図

鑑を見ても、なかなかわからないものだ。実物を見

て初めて、「上から見ると、くちばしの細い．太い

がはっきりわかるな。真正面からくちばしを見るの

も、おもしろいもんだ。」などと、いろんな発見が

ある。

次に、精一杯ていねいにスケッチをしている。色

えんぴつで色も付ける。お世辞にも上手といえない

が、スケッチしていると、また、いろんな発見が

あっておもしろい。くちばしの付け根がどうなって

いるかとか、真正面から顔を見ると、すごい寄り目

になっているとか。

そして、ここから先は大きな声では言えないのだ

か、子どもたちが帰った放課後の教室で、一人、烏

の羽むしりを始める。なにか気味が悪そうだが、実

際は、尾羽と風切羽を一枚ずつ、ていねいに外して

は、画用紙にセロテープで貼っていくだけだ。羽の

実物図鑑を作ろうというわけだ。

その3ガラスに衝突する鳥たちのために

「先生の話はねえ…、これ。」

今日は三学期の学期始めの日◎教室で冬休みの楽

しかったことを一人一人発表してもらい、最後にぼ

くが話をすることになった。かばんから紙袋を取り

出し、もったいぶりながら、中身を出した。

中に入っていたのは、イカルという鳥の死体。つ

い昨日、ガラスに衝突して死んでいたのをみつけた

のだ。

「かわいい～。」

「すべすべしてるね。」

「かわいそうだね。」

一通りさわってもらった後、話をした。

「あのね、烏が飛ぶ所、見たことある？まあ、

ゆっくり飛んでいることもあるけど、いつも、か

-12－

なり速く飛んでるよね。烏は目がうんといいか

ら、壁があればさっと避けちゃうんだけど、ガラ

スだったら、どうだろう？そう。あるかないか

がわからないから、ぶつかって死んじゃうの。牧

三小のガラスだって、去年、たくさん烏がぶつ

かって死んじゃったんだよ。」

「へえ～かわいそうだね。」

「ガラスに色を付けちゃえばいいんじゃない？」

「そういうわけには、いかないさ。」

「先生、なんとかならないの。」

お、待ってました、この言葉。じつは、なんとか

なっちゃうのだ。小鳥たちにとって一番の天敵は猛

禽。だから、そのシルエットを窓に貼っておけば、

小鳥たちは近づかなくなり、窓ガラスに当たって死

ぬこともなくなる。これは日本野鳥の会のアイデア

だが、これを使わせてもらうことにした。

黒画用紙に猛禽の飛んでいるシルエットを、図鑑

を見ながら大きく書き、それを切り取って、窓に貼

ろうという寸法だ。

ﾆこ~~

罰‘五

噸

画用紙をワシ・タカの形に切りぬいて・・・・

さっそく、子どもたちと作業を始めた。

｢先生、黒でなくてもいいんじゃない？」

と、まっちゃん。それもそうだ。赤画用紙でも作る

ことにした。切っている途中、さっちゃんが、

｢先生、これ、このまんま貼っといたらさあ、いた

ずらと間違えられて、とられちゃうかもしれない

よ。だからさあ、「いたずらしないでください」

とかなんとか書いて貼っといたら？」

と提案。

「それ、いいアイデアだねえ。みんなも書いた方が

いいと思う？」

「いい、いい。絶対いい。」



「じゃあ、書く文は自分で考えてね。」

と、ぼくが言ったら、

「先生、そういうの考えるの､難しいからさあ。黒

板に書いてよ。」

と、よっちゃんに要求された。

それもそうだ。こういうことはみんなで考えた方

がいい。作業を一時中断して、書く文章をみんなで

考えた。

「まず、なんて書こうか？」

「やっぱり、「これは一年生がつくりました」じゃ
ない？」

「「鳥が死なないように」っていうのを付け加えた

方がいいよ。」・

こんな感じで、文章を作っていった。結局、

「一年生からのおねがい

このかみは、とりがガラスにぶつかって

しなないようにつくりました。

いたずらしないでください。」

という文章に落ち着いた。

このメッセージを白い紙に書いた。それを、猛禽

の形に切り抜いた画用紙に貼り、のりが乾いたとこ

ろで、校舎北側の窓ガラスの何ケ所かにセロハン

テープで貼った。

昨年は、校舎の窓の下に烏の死体が落ちているこ

とがよくあったが、この画用紙を貼ってからは一件

もなくなった。

さいごに

鳥から始める環境教育・鳥につなげる環境教育

当たり前のことだが、烏は烏だけでは生きていに

ない。自然界の一員であり、他の生き物や環境との

関わり無しには、生存できない。

同じような意味あいで、烏のことだけにいくら精

通していたとしても、それは自然を正しく理解した

ことにはならない。これも、また当然だ。

だから、烏のことを見つめながらも、烏をとりま

く環境まで視野に入れるような実践がしたい。

また、人々と烏たちとの関わりを顧みるような実

践や、自分たちの生活の中に鳥たちが溶け込んでい

くような実践がしたい。烏と自分たちの距離が狭ま

るような実践がしたい。

そんな思いを持って実践してきた。が、なんと

いっても、学校も自然も一年がサイクルだ。おもし

ろいアイデアが浮かんだとしても、基本的に1年に

1回しかできない。実践の積み上げは、まさに年輪

-13
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を重ねるようにやっていかなくてはならない。1年

で一歩前進なら大成果！そんなゆったりとした気
持ちで取り組んでいこう！

Ps.ぼくは、考えただけで実践してもないことを

文にするのはとってもイヤなのだが、そんなことを

言っていたら、いつになったら発表できるかわから

ないので、今、やり始めたばかりの2つの実践を、

オマケで紹介する。

その1・糞栽培

秋、鳥たちの糞の中に植物のたれが見つかること

がある。このたれを小さな鉢に植えてみたら？烏

たちを歓待できる草や木を育てることになる。ある

程度大きくなったら、校庭や花壇に植えればいいだ

ろう。

その2.リース台を巣台に

昨年から、12月のPTA行事として「クリスマ

ス・リース作り教室」を行っている。今年のリース

作り教室の時、昨年作った古い'ノースを持ってきて

もらって、飾りを外し、リースの内側に少しつるを

編み込んでもらう（もちろん、希望者だけ）。それ

を庭などの木の枝にシュロ縄で縛りつけてもらえ

ば、それを土台にして烏たちが巣を作ってくれるの

ではないかと考えている。

鳥の巣箱作りは盛んであるが、巣箱を利用する烏

の種類は限られている。むしろ、木の枝の根本など

にお椀型の巣を作る烏の方が多い。大きな木がどん

どん少なくなって、お椀型の巣を作る烏たちだって

迷惑しているのだから、巣箱ばかりでは不公平では

ないか？というのが、そもそもの発想である。は

たしてうまくいくでしょうか？お楽しみ。
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鱗撫輝叫愛鳥教育叫ng!ﾖ蕊惣蕊
熊本市立愛鳥教育研究会

熊本市立出水南中学校田中忠
1．熊本市立愛鳥研究会について

当研究会が発足して6年目、いわば''¥､学校卒業の

時を迎えようとしている。思えばはやいものであ

る。会の活動は本年も探烏会を中心に「親しむ．楽

しむ活動」を中心としているが、これまでの実践の

上に立ち、指導者用教材の開発に取り組み始めた。

まず手始めに、今年は身近な水鳥のカモの指導紙

絵制作を試みている。これは野外指導の時に使える

ように、B4用紙の表に色つきの絵を描き、裏には

解説文を記すというものである。出来上がったもの

は少々の雨でもやぶれないように、大型ファイルに

入れるか適当なビニル類でパウチするよう工夫検討

中である。

箪蟻殿§篭
…審昌

さらに今年の活動では、初めて県南部の人吉探烏

会も実施できた。日本三代急流「球磨川」のほとり

で温泉にゆっくりつかり、ヤマセミのホバリング、

2．「矢シギ」との出会い

「矢ガモ」といえば昨年来話題となり、多くの

人々が知るところとなった。ところがそれは他人事

ではなかった。

9月の白川河口探烏会のこと、私たちは「矢シ

ギ」とぱったり出会った。その日熊本港から出発し

たバードウォッチングも、最後のレンコン畑へと向

かい、水のはられた田へ近づくと、数年ぶりに目に

するキリアイが10羽あまり、その向こうになんと珍

しいアカアシシギとコアオアシシギがいるではない
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そして見事なダイビングで大きな魚をとらえた雄姿

を目にすることができ、久しぶりにせわしい日々か

ら解放されリフレッシュできた。また、校内研修等

の指導を担当いただける先生も今年6名に増え、心

強い。

次に本年の活動を記す。

【本年の活動記録；

月：

5/17

6n6

7k

7/17

7〃4～25

9/15

9だ

10/1

11尼7．28

12/4

12/;

¥n

2だ

3/4

3

内 3

会員募多

愛鳥教育研修会指刻
(阿蘇青年の家》

室内研修（ビデオ研

ササゴイのまき餌剛

(水前寺公園）

阿蘇の野鳥（産山）
山吹水源・産山水別

自主研f

シギ・チドリの渡り（白河河口

野鳥カレンダー制f

タカの渡り（金峰山

球磨川のヤマセミ（人吉市

野鳥説明紙絵制作

冬の水鳥（上江津湖

愛鳥教育研修会指刻
(鳥獣保護センター》

里の冬鳥（小荻園

室内研（愛鳥ノウハウ

来年度への志『

担当

田【

田I

森［

田征

坂調

緒フ

田I

松フ

園I

前I

森［

松日

森日

田F

か。私たちは感激のあまり胸おどらせかわるがわる

望遠鏡をのぞきこんだ。やがて一息つき、やや近く

なったコアオアシシギをよく見ると、なんと胸に矢

のような棒が突き刺さっている。その痛々しい姿に

心は一転し沈んでしまった。なんとかして捕獲でき

ればその棒を抜いてやれるのだがと思い、何度か近

づいたが逃げてしまい、結局なすすべもなく旅の無

事を願うしかなかった。しかし鳥の体は見かけより

ずっと軽い、羽毛もそうであるが骨にしても中には

隙間がある構造になっていて軽くて強い。筋肉も余



分な所にはついていない。そう考えると、たとえ竹

串1本の重さでも烏にとっては多くのエネルギーを

消耗することになるだろう。まして体に突き刺さっ

ていては言うに及ばず、悲しいことである。

3．私の中学校での愛鳥教育の取り組みについて

回転任1年目の愛鳥教育活動

4月1日、転任校で初めて目にした光景は、私の

心を踊らせずにはおかなかった。なぜなら校舎の南

西側にグランドを隔てて水田力拡がっていたからで

ある。真っ青な春の空には気持ち良さそうに天高<

舞い上がったヒバリが「ピーチクパーチク」とさえ

ずる。わたしは生まれ故郷に帰ってきたような気持

ちになり嬉しくなった。熊本市も近年は都市化が進

み、ヒバリの姿はおろか鳴き声すら耳にできる所

は、南部と西部のわずかな田園地帯に限られ、その

数も少なくなっている。

そこでわたしは、この学校で愛鳥教育につながる

活動をどのように展開しようかと考えた。そしてこ

れまでの経験をもとに、大きく4つの場面で取り組

むこととした。その第1は全校生徒を対象とし、第

2に授業及び学級活動等を通して、第3は部活動を

通して、第4に職員に対してのはたらきかけと考え

た。ではその具体的内容について報告したい。
騨蕊蕊識

鍵
鱗

霞
群_:,

畳

唾＃

浮鶴蕊職ヅ
琉龍惑譲凝
議'鰯維鎌醗諦,遥職勢
,.i紬.薄撃･孫輔.無......:....．..･･:.

鐸騨鞍…

鱗
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(1)全校生徒を対象として

全校生徒6“名あまり、各学年5～6学級で、生

徒と職員の意志の疎通もよく、生徒たちは素直で礼

儀正しい。また何事にも協力して頑張り、ベストを

尽くす雰囲気が先輩から引き継がれている。そのよ

うな生徒たちにまずはたらきかけたことは、掲示活

動や集会での講話、そしてテレビ放送を利用した学

習啓発活動である。

①掲示活動

理科室前の掲示板を利用して、季節の烏「夏の

烏」や「冬の烏」などのパネルを展示し解説を添え

る（科学部の援助）。その他鳥獣関係のパンフレッ

ト掲示。さらに科学に関するパンフや新聞記事のコ

ピーなどを校舎内の掲示板や理科室内などにも掲示

している。また探烏会や野外活動などの行事案内も

行っている。

②集会での講話

5月の全校集会で私が月目標を担当し、目標と合

わせ野鳥の生活にもふれた。特に子育てからヒナの

巣立ち、さらに学習行動までを野鳥の絵を用いなが

ら話した。

③TVを用いての活動

本校にはAV調整卓が設置されていて、放送室か

らの一斉テレビ放送が可能である。そのシステムを

鶴

鍵
全Y饗j錘基箸:．

職 灘驚

理科室前の掲示

－15＝
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給食時間にも利用し、私や生徒たちとこれまでに出

演した野鳥に関する民放のTV番組を再放映した

り、科学部の活動などを放映した。今後は生徒たち

の自作番組にも期待できる。

回授業及び学級活動を通して

私は1年生の理科を受け持っているが、身のまわ

りの生き物観察では校庭の野鳥もとり上げた。また

5月は、熊本でかごをぬけグランド越しの水田に棲

みつき野生化したアフリカ産のホオジロカンムリツ

ルを、理科室から望遠鏡で全員観察することができ

た。その後ツルは熊本県内を点々と移動している

が、校区にやってくると、生徒たちが「今日は○○

で見かけました。」と連絡をしてくれる。

さらに5月は阿蘇で教育キャンプを行い、初日の

夜に自然教室を開いた。スライドを用いて野鳥や植

物、地質等の説明をしたり、星座観察などを行っ

た。その成果あって翌日の大観峰登山では、ウグイ

スやホオジロの声に耳を傾け、中国大陸系のキスミ

レを発見しては歓声を上げていた。

8月に計画したクラスキャンプは、探烏登山を行

う予定だったが、台風のため実施できなかった。し

かし、現在クラスの生徒たちは、校区にあり熊本市

の宝でもある「江津湖」をテーマに、野鳥の年度版

木版カレンダーを制作中である。私にとっては担任

をした子どもたちと取り組む9作目のカレンダーと

なるが、新任教師時代と二校目の小学校では、現在

もカレンダーづくりを続けていただいているという

ことで有難く思っている。

回部活動を通して

私が担当する科学部の活動の中には、野鳥に関す

る活動も取り入れている。それを記したい。

①探烏会（校区・その他）

校区周辺のバードウォッチングでは、4月にセイ

タカシギ、11月にはハイタカとハシボソガラスの空

中戦を見る機会を得た。校区外では、白川河口や熊

本港、島原などへも出かけ海洋性の烏も観察した。

②他校との合同合宿及び探鳥会

（7月）京陵中学校野鳥部と阿蘇で合宿キャンプを

実施。互いに友情を交わすと共に、カッコウやホオ

アカなど高原の烏と過ごした。

（11月）錦ケ丘中学校科学部と上江津湖で合同探烏

会を実施。カワセミやカモ類の美しい姿を目にし

た。

（2月）京陵中学校野鳥部と出水（鹿児島）のツル

探烏会を実施。ナベツルやマナヅルをはじめ、チュ

ウヒやタゲリなど干拓地の烏を楽しみ、久しぶりの

再会で楽しい交流学習となった。

合同ツル撰烏会（出水ノ

-16－



③室内研修

基礎的な座学研修をはじめ、VTRによる研修や

顕微鏡を用いた羽毛観察、野鳥指導紙絵の色づけな

どを行っている。

④バンデイング（標識）調査

11月から水田の草地で、山階鳥類研究所の標識調

査を行っている。授業が終るとグランドを越え調査

地に行き綱を張る。冬の寒さに負けずみな生き生き

と活動する。この4カ月で30日調査した。毎回5～

10羽くらいの烏が捕獲でき、環境庁の番号が刻印さ

れた小さな足環（リング）をはめ放鳥するのだが、

その結果を図にした。図を見ると、7割がアシ原を

好むオオジュリン、次にスズメ、アオジとなる。

識
識

識鍛謬

標i識をつけたオオジュリン

季節的には、スズメがII月上旬と2月に群れをつ

くってアシ原に現れ、オオジュリンは11月中旬から

下旬にかけて多数移動したようである。さらに再捕

獲された記録から、オオジュリン、アオジ、モズは

11月から棲みついていたものがいることもわかっ

た。

また、他県でリングをつけられた個体も数羽捕獲

したが、詳細については研究所でコンピュータ処理

されたデータが送付されてこないとわからない。

その他(3.7%）
ホオ

モズ

アオジ《

スズメ（18

皇

一

＝オオジュリン(70.0賎

一

種別標識率19％年度（冬ノ
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グラフの「その他の烏」は、セッカ、ウグイス、

ツリスガラ、シベリアジュリンであり、シベリア

ジュリンはとても珍しい記録である。また調査中に

は楽しいエピソードもあった。ある日スズメを狙っ

たと思われるハイタカが網に入っていた。私たちは

驚き、急いで皮の手ぶくろを取りに車まで走った。

3分後、網場へかえるとハイタカは網をぬけでて私

たちをじろり。捕らえようと慌てて手を出した私た

ちをしりめにパタパタと飛び立たれ、捕獲は失敗に

終わった。しかし、参加していた生徒の一人が「バ

ンディングはおもしろい。」と一言。体験に勝るも

のはないことを身にしみて感じた出来事だった。

囚職員に対して

常に事前の共通理解をいただき行動するよう努

め、先生方の協力のお陰で私は頑張れている。ま

た、研究会に入会いただいた先生もあり、写真やビ

デオ撮影の話などにも花を咲かせ、その熱意には頭

が下がり私自身が励まされている。

3．まとめ

わたしが愛鳥教育に取り組み始めたのは、昭和5与

年に教師となった時からである。翌56年には前教育

課程のゆとりと充実のもとに熊本市の教育にも愛鳥

教育が位置づけられ、さまざまな取り組みが模索し

始められた。あれから14年、社会は変動し、国際

化、個別化の中で基礎・基本を大切にし、新しい学

力観を培う時代へと変貌しつつある。しかし全世界

人類の課題である環境問題は、誰もが避けて通るこ

とができない。

市教育委員会では来年度、複雑化した組織の見直

しの中で、これまでの愛鳥教育を環境教育の一貫と

して位置づけられると聞いている。環境教育で個々

の問題を考えるには、ゴミ問題の解決やホタルなど

の小動物の飼育活動なども大切であるが、私は対処

療法の域を出ないのではないかと思う。そう考える

と、全地球的視野で、人も生物界の一員としてとら

えながら生活する未来の子どもたちを育てることが

今教育に求められているのではないだろうか。野鳥

は全世界を飛翻し、水中から空中に至るまで生活

し、草食から肉食の頂点にまで位置している。だか

らこそ愛鳥教育は、全ての環境を見渡し学べる教育

と考える。そうなるよう、来年も研究を重ねたい。

罰熊綿塞篇蕊雛会
－17－
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野烏の観察を通して自然の神秘を探る
一自然から学びく*だくましさと豊がな心を塔う壷蔦藩勤型

鳥取県東伯郡三朝町立東小学校岸本勉

はじめに

鳥取県の中部山地に接する三朝町は、ラジウムを

含む三朝温泉や国宝「投入堂」のある天台宗三徳山

徳山三怖寺などで知られている。

本校は、児童数127名、7学級の小規模校で、周

辺は豊かな緑と清澄な水や空気に恵まれ、学術的に

も多くの学習素材があり、地域に根ざした教育活動

に力を注いでいる。

1．愛鳥活動の経過

○森林のもつ役割を理解し、自然愛護活動を通し

て、健やかで心豊かな人間の育成を目指し、平成2

年4月、緑の少年団に加入した。以来、保護者、地

域を含む幅広い活動を続けている。

○平成元年度から飼育魚、茸、野鳥、飼育烏など

に関する鳥取県科学技術教育研究論文に応募し、連

続して優秀賞を受賞した。また、平成3年度全国野

生生物保護実績発表大会に出場して環境庁自然保護

局長賞を受賞、平成4年緑の少年団活動で三朝町顕

賞を受けた。

2．愛鳥モデル校としての今年度の活動

①巣箱かけと小鳥の利用状況調査

3つの場所に55個の小鳥用巣箱をかけ、利用状況

を調べた。シジュウカラ、ヤマガラが大部分で、利

用率は33％であった。

②野鳥保護

地域町民が、草刈りや農薬散布の折り、飛べない

凝り察を続けたポオジロのひなたち

-18

春の全校遠足で巣箱調査の科学クラゴ員たち

でいるキジ、アカシヨウピンの幼烏を捕獲し、保護

依頼を受けた。キジは元気を取り戻したが、アカ

ショウピンは2日間だけ生きていた。キジとカルガ

モの卵は、人工ふ化器にいれたが成功しなかった。

ホオジロの巣と卵は、本校児童が発見し、抱卵・ふ

化・育雛・巣立ちまで観察できた。このような活動

で、児童は、飼育下での貴重な野鳥の生態観察を経

験することができた。

③飼育動物の世話

学校で飼育している動物は、チャボ、ウコッケ

イ、キジ、オシドリ、トウテンコウ、マガモ、ウサ

ギ、コイ、ウグイ、フナ、キンギョ、ドジョウ、カ

ブトムシである。これらを各学級や環境委員、飼育

委員、科学クラブ、緑の少年団で分担を決めて飼育
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イ．オシドリ専用巣箱（巣穴直径10cm、高さ

70cin、縦横35cmのアスナロ材使用)7個を自作

し、校下の飛来場所に5個かけた。そのうちの1つ

に2個産卵したので、巣箱内ふ化を観察したが、抱

卵の気配が見えず、人工ふ化にきりかえたが、時間

経過で失敗に終わった。

ウ．オシドリの飛来調査

校区には子鹿川、三徳川、ダム、堤があり、特に

両河川には淵が無数にあって、冬鳥としてのオシド

リの飛来が多い。そのため児童、保護者、関係地域

町民に呼び掛けて、隣接市町村も含め、年間を通し

た飛来調査を9地点で開始して2年目になる。一部

留鳥も考えられるので、その実態の解明に全力を挙

げている。

に当たっている。

④探烏会参加

近隣で開かれる探鳥会を児童．職員．保護者に紹

介し、親子参加を啓発している。

⑤オシドリの飼育観察と飛来調査

ア．鳥取県ではオシドリを「県烏」に選定してい

る。本校では、平成5年2月オランダ産オシドリ－

つがいを購入し、飼育観察を続けている。6月に6

個産卵したが、親鳥が抱卵を投げ出したため、残り

3個を人工ふ化器にいれたが、未授精卵で失敗に終

わった。

懸驚蕊蕊驚驚欝雛蕊蕊蕊

'',J‘蕊挙客電

聯
雪

灘蕊灘
認･“．¥･蕊蕊崎

蔦霞息

撫議飼育小屋の巣箱の中で6個の卵を温めるオランダ産

オシドリのおす

燕瀞
錨L伽鐘1-

三”弓誠倉地内のﾉﾉ/で遊ぶひとつがいのオシドy

ム画■
大山

調査地点の概略図（図中の印ｶﾈ調査地点ノ

⑥今後早急に手掛けたいことは、実のなる常緑樹

の植樹、給餌台・水場の設置、巣箱の掃除と巣箱か

けなどである。

おわりに

児童の発想を生かした鳥類保護活動はたくさん考

えられる。今後は、いままでの失敗ややり残したこ

とを含め、もっと意欲的に取り組み、人間と動物と

の共生の方法を自然から学びとりたい。学校で自作したオシドリ専用巣箱

－19－
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奮皇舞謬竜
蕊#溌職蝦蹴鞠蝋灘鍛熱錨蟻鶴鵜

犬山市立今井小学校大嶋茂子
はじめに

今井小学校は、愛知県犬山市の中心部から、およ

そ6km離れた東部丘陵地帯にあります。周りに

は、広々とした国有林（八曾自然休養林）や東大演

習林があり、自然が破壊されることなく確保されて

います。学校の西には成洲II力輔れています。成沢

川は、小さな沢を集めて今井地区の中央を南へ流

れ、入鹿池へ注ぎ込んでいます。沢の上流には潅概

用溜池が設けられ、ところどころに湿地が形成され

ています。

本校では、この豊かな自然を生かして愛鳥活動、

並びにみどりの少年団活動を基盤に、自然教育活動

を行っています。全校の児童数は61名で、多くの活

動を学校全体で取り組みます。

活動の一部を紹介します。

○・・今年宮果､ンノ＜ユ⑳毒畢麺査轄畢

1．探鳥会

春（4月）、夏（6月）、秋（10月）、冬（2

月）と年4回、東大演習林から3名の講師の先生を

迎えて実施します。

春は1.2年、3．4年、5．6年のグループで行い、入

学間もない1年生でも、楽しんで探鳥会に鋤pして

います。ベテランの先生が烏だけでなく、フキの

はつばでコップの作り方を教えて下さったり、タン

ポポの生え方の話やどんぐりがなぜ丸いのかなどと

いう話をして下さったりして、自然に親しんでいま

す。そして、初めて覗くフィールドスコープは大変

印象が強く、この感動が次の意欲へとつながってい

ます。

夏以降は、1～6年の縦割り班で行い、高学年が

低学年に教えている姿が見られるようになります。

秋は親子探鳥会です。下にのせた新聞は、自然ク

ラブ員が家庭向けに発行したものです。

2．ツバメの営巣調査

ツバメが飛来する6月には、4年生以上の児童の

一軒一軒を回り、ツバメの巣があるか、ツバメが今

年もきているかどうか調べます。留守の家もあり何

度も出かけていかなければならないこともあって大

変ですが、ツバメが巣をかけるのを喜んだり守った

りしている地域の声を聞くことができ、得ることも

多くあります。
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3．キジの放鳥

昭和49年以来、毎年10月、減少しつつある山野

のキジなどの増殖を図るため、猟友会の人達といっ

しょにキジの幼烏を成沢川で放鳥します。今年度

は、30羽放鳥しました。目の前で鳥を見ること、ま

して烏に触れるということは感動そのものです。そ

の烏が自分の手の中から大空へ飛んでいくのです。

あとあと、「成沢川の堤防でえさを探していた

よ。」「山の方へ飛んでったよ・」と、とてもキジ

を身近に感じています。

おわりに

烏だけでなく、1本の木でも1つの道端の花にで

も感動する子、自然のありがたさがわかる子どもを

育てていきたいと思っています。

時間の確保や他の学校行事との関連など問題点も

多くありますが、自然に触れる機会を多くするこ

と、自然に触れる行事を常に保ち続けること、それ

に、一人一人が取り組める場を設定することが、と

ても大きなポイントだと思って、これからも自然教

育活動をすすめていきたいと思っています。
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自然体駿碧勤滞盤蕊#壁#併滞馨鴬溌肇Ⅲ
－自然愛護少年団を通して－

北海道斜里町立峰浜小学校鈴木哲夫

はじめに

本校は北海道の東端､知床半島の付け根､斜里町

の東方にあり、東に海別岳と知床連峰､南西には斜

里岳､そして北にはオホーツク海の海浜を持ち、山

と海の調和のとれた大自然に恵まれている児童数

16人（戸数82戸）の僻地小規模の学校です。

明治44年の開校以来83年を経過しています。開

校当時は､前人未踏の地でうっ蒼として熊の巣とい

われる程の密林地帯でありましたが､現在では麦・

ジャガイモ・ビートを基幹作物として､広大な面積

を利用した大規模農業と､オホーツク海の豊かな海

から漁獲されるサケ・マス・カニを主体とした漁業

を経営する地域であります。

また、冬期1月下旬～3月中旬にかけては、オ

ホーツク海に到来する流氷が峰浜の海岸にも接岸

し、海は白一色の世界に変化する地域でもありま

す。さらに知床半島の多くは国立公園に指定され、

原始林が残されています。また、学校のグランドに

はキタキツネやエゾシカが訪れるなど､日本でも数

少ない自然に恵まれた地域でもあります。

1．峰浜自然愛護少年団活動

知床の自然を科学的に学び､自然に親しむと共に

自らの心身を鍛え､知床の自然愛護と郷土愛を高め

るために、昭和49年峰浜自然愛護少年団が結成さ

れ、以来20年間地域の人々と児童・教師父母が一

体となって活動を行ってきています。

平成5年度の活動内容は、次の通りです。

(1)地域内清掃奉仕活動（5/15.10/17）
春秋2回の地域の道路周辺清掃活動(ゴミ拾い運

動)。春は峰浜スキー場へ通じる町道を中心に、秋

は知床へ通じる国道を中心に実施していますが、

年々回収するゴミの量が少なくなっていると､子ど

も達は喜んでいました。

(2)野山を歩く活動(5/26）

地域の野山を歩き､地形や地質や植物の観察を行

い、同時に緑化パレードを実施し､清里営林署峰浜

相当区で緑化宣言を行いました。そして､営林署の

人から森林の働きのお話や緑化パレードの素晴らし
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さについておほめの言葉をいただき､子ども達は満

足していたようです。

(3)知床国立公園探勝(7/18）

知床国立公園内のラウス湖を訪ずれ､雄大な自然

の素晴らしさを体験しました。

(4)自然と親しむ会(9/10)

知床の自然観察を通して､地域への関心と郷土愛

を高めるために､写生会と魚釣りを斜里町中心部の

斜里港で行いました。あいにくの雨になり、晴れ間

を縫っての写生会でした。また、写生会終了後は、

子ども達は､小雨の降る中を魚釣りに夢中になって

いました。魚はチカや錬の子などで、多い子で50

匹、少ない子でも10匹以上釣れましたので、子ど

も達は満足していました。

(5)野山を歩く活動(10/13)

秋の野山を散策し､木の葉や木の実の収集、さら

に川に住む生物を観察すると共に､ジンギスカン料

理を行い昼食を満喫しました｡今年は､山も不作で

ブドウ、コクワの実が少なく、一緒に行った父母は

がっかりしていましたが､子ども達は､道端にある

ブドウの実が今年は無いことを知っていたようで、

むしろ父母・教師が子ども達に教えられたようで

す。

(6)冬の星座観察会（12/4）
斜里町博物館へ行き､冬の星座についてのお話を

聞き､天体望遠鏡による観察と肉眼による観察を行

いました。当日は､久しぶりに観察に適する天候と

なり、オリオンやスバルそして星雲等､初めて観る

冬の星座に寒さも忘れて感激していました。

(7)キャンプ学習会(7/24.25）



(8)人形劇による町老人ホーム慰問（12/24）

(9)スキー遠足(3/3）

その他日常の活動として、5月に野鳥の巣箱の清

掃､積雪後毎､毎日野鳥の餌台への飼料やりと飛来

する野鳥の種類と数の観察等の活動を行っていま

す。毎日、スズメ、カケス、ヒヨドリ、シジュカラ、

ハシブトガラス等が飛来しています。

◇今後の学習について

自然愛護少年団活動により、子ども達は、春、道

端の木々の芽や花の咲く時期や種類を調べるなど

自然に対する関心や､ごみがおちていたら進んで拾

うなど、自然を大切にする心と、自然を科学的に調

べる意欲がついてきています。

現在､学校週5日制の実施により、学校行事の内

容の見直しが求められていますが､環境教育に対す

る重要性も指摘されていますので､自然愛護少年団

の活動が今後も継続して活動できるように､方策を

模索しているところです。

2．土曜休業日を利用しての自然体験活動

子ども達の土曜休業日の過ごし方は家庭によって

異なりますが、校下の家庭は農・漁業経営者が多

く、土曜日が休業になることは、冬季間を除いては

ほとんどありません。そこで、この休みを利用して

自然体験活動の場を設け、先生方と共に次のような

活動を行っています。

(1)バードウオッチング(5/8-2/11)

5月は学校周辺の森林と海浜を中心に実施｡オオ

ジシギ、ベニマシコ、カワラヒワ等の渡り鳥と、ア

カゲラ、ゴジュウカラ、シジュウカラ等の留鳥とカ

モメが多く観られました｡特にオオジシギの｢ガガ

ガー」という急降下するときの羽音に、いつも聞き

慣れていますが、あらためて驚いていました。ま

た､遠くオーストラリアから渡ってきた烏であるこ

とを教えてもらい感激していました。

冬は､流氷の接岸と共に渡って来るオオワシ、オ

ジロワシを中心に、アザラシ等の観察会を､知床半

島近くのウトロで博物館学芸員を講師として実施す

る予定でいます。

(2)フィッシュウオッチング（6/9.9/11）

6月は、斜里町内の「とうつる湖」で、フナ、ウ

グイ、イトウ釣りを行いました｡魚釣りに適する場

所の下見を父親と先生が事前にしてくれました｡当

日は天候にも恵まれ、参加者全員が5～10匹ずつ

釣ることができました。
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予定の時間を1時間もオーバーし、釣った魚は

｢次の年まで大きくなあれ」との願いをこめて湖に

戻してやりました。9月は校下の「日の出港」での

チカ、錬の子釣り大会を実施しましたが、「潮回り

が悪い」（漁師の人の話）と言うことで、多くは釣

れず子ども達は少し残念がっていました。

(3)フラワーウォッチング(7/11）

町内には、以久科原生花園があり、この時期、エ

ゾスカシユリ、エゾキスゲ、ハマエンドウ等30種

類が咲き乱れ､一面が花園となります｡野生の花の

美しさや、色、形、つくりを心ゆくまで観察しまし

た。

蕊溌驚慰撫蕊鯨騨蕊蕊蕊鞍癖鞍溌瞳鍔蝿謹蝿鍔蕊鍔鰯鍔織癖……；

以上､土曜休業日を中心としながら、観察に適し

た時期に、体験活動の場を設け実施して来ました。

毎回、子ども父母合わせて20名程の参加者があり

ます。これらの活動を通して､渡り鳥の種類などを

進んで調べたり､飛ぶ烏を観ては種類に関心を示し

たり、海浜に行っては貝がらを収集したりするな

ど､身近にある自然を観察したり調べようとしたり

する態度が高まってきています。

おわりに

豊かな自然環境の中で生活している子ども達は．

何も働きかけをしなければ自然の素晴らしさや自然

を構成する環境要素について関心を示すことが少な

い。そのため、地形や動植物さらに環境要素に触れ

て観察し､調べたりすることにより疑問が生まれ関

心が高まっていくものと思っています。

そこで、今後とも自然体験活動の場を多く設け

て、自然の素晴らしさを知ると共に､厳しい自然の

中で生きる知恵を体得し､人間の生活と共存できる

自然保護の在り方に関心が高まるように働きかけを

続けていきたいと考えています。



愛鳥教育No.451994.10

"癖都響徹浄識沙爽椎J雫荊叶“
一よみがえる水辺で野鳥や魚や水質を調べて一

はじめに

本校は、横浜市のほぼ中心にある。学校のわきを

コンクリートの垂直な護岸でできた雄子川が流れて

いる。この川は、昭和40年代には舵の川雄子川」

と言われていた。しかし今では、水質は見違えるほ

どきれいになって来た。

さらに、ここは海にも近いため、潮の満ち干があ

り、ほんのわずかに干潟もでる。鳥たちも集まりだ

して来て、都市の中のオアシスになってきている。

昭和63年5月より星川駅から雄子小学校間で野鳥

観察をし、記録を取り始めた。

平成元年度からは、ウォッチングクラブが発足

し、活動が全校に広まってきた。

都市の中にあるオアシスに訪れる野鳥たちの記録

や水質の変化の様子を調べ続け、訪れて来る生物た

ちを保護するとともに、よみがえってきつつある雄

子川の存在を近くの人たちに紹介して来ている。

（1）朝の活動

土曜日の始業前に学校周辺の雄子川で観察してい

る。水質調査の項目は、水温、（気温）、COD，

透視度等である。このごろは、COD10、透視度

印センチメートル程度である。

（2）クラブの時間の活動

昨年の8月には、学校のすぐ近くに親水公園がで

き、スロープを歩いて、雄子川に入れるようになっ

た。下に降りると、鳥たちには警戒され観察しにく

くなってしまうが、足型を石膏で取ることができた

り、鳥と同じ目の高さで川を見ることができた。

魚類としては、ボラ、コイ、キンギョ、ヒメダ

カ、フナ、マハゼ、アユ、ウナギ、等を観察するこ

とができた。特に最近は、たくさんのアユを観察で

きるようになった。

（3）他の調査活動

水質と烏たちの様子を比べたり、上流部の様子が

知りたいという願いをかなえるために上流調査に出

かけた。

10時間近く歩いた。観察された烏は、種類、数と

横浜市立雄子小学校松下希一
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もに雄子小周辺が一番多かった。水質検査の結果を

見ても学校の辺りが最もきれいであった。

護岸工事のために川の中の士が削り取られてしま

うことになった。干潟になっている部分が削り取ら

れてしまうので、水深と生き物の関係を調べた。

やはり、干潟があり草も生えている雄子小の前で

一番多くの生き物たちを見つけることができた。干

潟は鳥たちに餌や休む場所を提供していることが確

認された。

（4）広報活動

今年度は、3月26日に雄子小学校を会場にして、

「川と緑を考える子供会議」が開かれる。この子ど

も会議では、計画を立てる段階から子供たちの代表

（実行委員）が参加し、当日の運営も受付から司

会．記録．マイク・照明など可能な限り（小中学生

の）子供たちの手で運営されている。今年は、いま

まで卒業と同時に遠ざかってしまうことが多かった

中学生たちが、多く鋤Ⅱし活躍力測待されている。

（5）保護活動

傷ついた鳥たちを保護したり、死体は記録して手

厚く葬ったりしている。

川の水の着色や魚の大量死をいち早く通報すると

共に調査にも協力してきた。

干潟を大事にした工事ができないかと県知事にお

願いしたところ、流水に支障がない限り配慮したい

との返事をもらった。

3月に予定されている子供会議の際には、参加す

る子供たちの手で、記念植栽として雄子川にアシを

植えることになっている。

卒業製作として60個の巣箱を校内や川沿いにつけ

て来た。

校内に、生物育成観察用小川が作られた。コンク

リートの上に荒木田士を張り、水性植物や小動物が

成育し易いように作られた。この作業には5年生が

学年全体で手伝った。夏には、3仙匹余りのプール

のヤゴを3年生力輔まえて放した。さらにクロメダ

カを増やしたりして、校内に自然を復元させてい

る。
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常務理事平田寛重

これは、昨年の6月、勤務先の学校で、小学3年

生を対象として取り組んだ実践例です。街中に位置

しているため、自然に恵まれているとはいえず、自

然学習の実践もなかなか厳しい状況ではあります

が、トライしてみました。また、この日は、父母参

観日であったため、親子で一緒に楽しんでもらおう

と、一石二鳥？をねらった企画でもありました。

街中の学校では、自然が乏しいものという思い込

みがどの先生にも強くあるため、野外に子どもを連

れ出して、原体験や自然教育をすることをつい控え

がちです。確かに街中の環境では、自然力噴弱なた

めダイナミックさに欠けますが、その分少しの勉強

で街中の自然のしくみやつながりは見えてくるもの

です。自然のおもしろさ、生き物たちの賢さに感動

しながら、身近な自然とかかわってみたらいかがで

しょうか。

ただ、自然観察といっても、一度に、個人がガイ

ドできる人数には自ずと限界があるため、セルフガ

イド方式を取り入れました。画用紙8切(B4大）

を縦に使い、その端に荷札をホチキスでとめて課題

を示し、各ポイントにつるします。そして、その課

題を読みながら自然観察を行うようにしたのです。

課題は9問あり、その内容は以下に掲載してありま

す。（ルートマップは以下のページを参照。）しか

し、この方式では、鋤Ⅱ者にとって励みになる要素

が少ないので、自然に対して関心が薄い子どもたち

には、飽きがきてしまいがちです。そこで、観察用

紙にビンゴのゲーム性を取り入れて、楽しみを持た

せました。

自然観察の解説については、本来はその場で行う

ものですが、セルフガイドの場合は、最後にまとめ

て答え合わせをします。その際、解説に必要な実物

や模型、図表などを予め用意しておく必要がありま

す。

このような方法で、ビンゴ用紙に自然観察で行っ

た内容（答えなど）を書いて行うシステムを「自然

観察ビンゴ」といいます。これは、平塚博物館の浜

口哲一氏が考案されたものです。（自然保護

1990.1.NO.332日本自然保護協会）

ここで、自然観察ビンゴについて、もう少し説明

をくわえておきましょう。
醇答〔皿幸＞南極

自然観垂ビニ一コ 巷窒え

。‐中、ニューg

ヘオしてくだきし、◎

えません。

まで‐唾をづ一琶巷ようG二

画1二唾字8さユ回しカョっカェ

まず、観察用紙に氏名を書き、9つある左上の小

さな丸（○）のなかに、’～9までの任意の数を書

き入れます。この時、同じ数は2回以上使いませ

ん。これで準備はOK。

次に、ルートマップを見ながら、’番の課題の所

に行き、その課題に挑戦します。そして、順次9番
まで観察して、集合場所にもどります。

今回は参加者が多く、時間に余裕がなかったた

め、1から順に観察していると渋滞してしまう恐れ

があるため､､参加者を予め分散させることにしまし

た。（空いていそうな課題の所からやっていただき

ました。）

課題の答えは、大きな四角の中に書いてもらいま

す。自分で感じたり（香り・味．音．肌ざわりな

－25‐
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ど）、考えたり、番号を選んだり、スケッチをした

りして、自分なりのオリジナリティにあふれた観察

をしてもらい、その結果を書いてもらいます。

最後のまとめで、答え合わせをしながら、解説を

し、自然の見方、おもしろさなどを鋤ﾛ者に感じて

もらえれば十分です。

そのあと、表彰式を行い、ビンゴの得点の多い人

にキャンディーなどのプレゼントをすると、参加者

の雰囲気もなごやかになり、盛り上がります。

自然観察ビンゴ・ルートマップ93．6．19

下の地図（ちず）は校庭（こうてい）のようすを

しめしたものです。①~⑨までの数が書いてある所

にもんだいがありますから、そこに行って、もんだ

いを見て、こたえを左のビンゴの紙の自分でかつて

につけた数字のらんに書いてください。こたえあわ

せは、おわったあとに、教室でおこないます。

なかみをしらべたり、数をかぞえたりするはんそ

くは、してはいけません。

今日は、さんかしやが多いので、①からでも⑨か

らでもどちらからやってもかまいません。おおぜい

の人が、かんさっしますので、後からくる人のこと

三＝

vLioo厘=召呂さ二騨営宣唖

廷残
【問題】

1．白いオニノゲシのわた毛があります。わた毛

は、パラシュートのように風にのってとお<へ行

き、なかまをふやします。オニノゲシのように、

わた毛のついたたれをもつ花を一つ書いてくださ

いo

2．えだの先にイロハモミジの「み」があります。

-26－

スケッチをしてみましょう。

3．ムラサキ色の実は、ヒイラギナンテンの実で

す。実の中にたれはいくつあるでしょうか。取っ

て、中をしらべてはいけません。

4．この木は、ハナミズキといいます。さて、この

木のふるさとは、次の1～3のうちのどこでしょ

うか。

1．アメリカ2．イギリス3．フランス

5．ツツジのピンク色の花がさいています。花のま

ん中の上に赤いてんてんがあります。これは、

いったい何のためにあるのでしょうか。

6．このこいみどり色をした「はつば」は、どんな

かおり（におい）がしますか。たくさんの人がつ

かうので、ふくろの中にあるものをくりかえしつ

かってください。

7．パスだよ－ん。このしかくは、何も書かないで

ください。

8．アジサイのきれいな花がさいています。さて、

この花びら（ほんとうはがくと言う）の数は、全

部で何まいでしょうか。

9．わたしは、ヨモギです。わたしのはつばをつ

かって、作る食べものはいったい何でしょう。

問題の解説

1.《タンポポなど種にわた毛をもつ植物が書いて

あれば○》

オニノゲシのわた毛は、右の図を見て下さい。キ

クのなかまは、たれにわた毛がついているものが

多いです。また、わた毛のついているたれを、い

くつかしめしておきます。

羊 謝鐘 ＃製隆

オニノゲシノアザミセイヨウタンポポススキ
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3．《lこ》

ヒイラギナンテンの種

の数は1こです。この時

期、木の実は少なく校庭

でも熟した実は、とイラ

ギナンテンだけでした。

今鮭
巧＠ の

種

草の種も数えると、なかなかおもしろいです｡タ

ンポポなどは、100こあまりの数があります。

4．《1.のアメリカ》

ハナミズキのふるさと

は、北アメリカです｡ア

メリカヤマポウシと言う

名前もついています．日
本のサクラをアメリカに

おくった時に、おれいに
ハナミズキヤマポウシ

おくられてきたのが､このハナミズキです。日本に

はヤマポウシというハナミズキににた木がありま

す。今ごろ、大山に登ると、4まいの白い花びらの

花を見ることができます。

-27－
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5．《虫に来てもらうための目じるし》

ツツジ

色

虫が見たナノハナ

ツツジのなかまには、

5まいのはなぴらの1ま

いにこい点々がついてい
，．；’

るものがあります。これ

は、密標（みつひょ’う）
.「イ；

と言い、虫に来て瀞らう

ための目じるし裁ので
す｡アヤメやハナショウ

ドプのなかまにも、同じよ

うに花びらの所にもよう

があります。また、ナノ

ハナなどは人の目には、

ぜんぶ黄色に見えます

が、虫の目には、まん中

の所だけが黄色に見える

ようになっているものも

あります。

ツツジの花では、どうIツツジの花では、どうして、花はそんな工夫をし

て虫をよぶのでしょうか。虫に来てもらわないとこ

まることがあるからです。それは、自分の花粉を他

のなかまの花にはこんでもらいたいからです。その

ために、虫の大すきな蜜（みつ）をつくって、虫た

ちをまっているのです。まっているだけではなく

て、蜜はこちらにありますよとわざわざ目じるしま

で工夫してまっているのです。花にとっては、虫に

来てもらってかふんをはこんでもらうことはなかま

をふやすためにとてもだいじなことなのです。

6．《自分なりの香りが書けていれば○です。》
こいみどりのはつばの

香りは、いかがでした

か。わりといい香りがし

たのではないかと思いま

す。鼻（はな）で匂い

（におい）をかぐこと

は、ふだんのくらしでは

、 多〃

あまりありません。食事ケツケイジユの葉
の時に、工夫するくらいではないでしょうか。じつ

は、このはつばはシチューなどの煮込み（にこみ）

りょうりによく使うローリエ（げっけいじゅ）で
す。ゲツケイジユは、4．5月に黄色い小さな花を
たくさんつけます。

7．パス

パスは、ゲーム性を取り入れるために、用意しま

す。パスは空欄（くうらん）となり、○がつきませ
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ん。ビンゴですから、○がつかないとビンゴのとく

てんがへります。そのことによって、初心者（しよ

しんしや）やベテランも同じように楽しむことがで

きます。

8．アジサイのはなぴら（？）の数は7O4まいで

した｡おまけのおまけで500から90Oまいまで

の人は○です。

アジサイのきせつです。青やピンクのきれいな花

がさいています。アジサイの花びらと言われている

ところは、ほんとうは「がく」とよばれるところで

花びらではないのです。

ガクのまん中にある小

さい花びらがほんとの花

びらなのです。アジサイ

のようにほんとうは花び

らではないのに花びらの

ように見える花を装飾花

（そうしょくか）といい

墓惑翼ぁ熊』針ているアジサイの花
アジサイのように数える数が多い場合は､たくさ

んの人に協力して、数えてもらうとはやくできま

す。

9．《草もち・よもぎだんごなど》

ヨモギは、春先にその年生まれの新しいはつばが

でます。そのはつばをつみ、だんごにまぜて食べる

と春の香りがします。

正月の七草がゆにはじ

まり、よめなどはんやフ

キノトウのみそあえやツ

クシのにびたしなど、野

草料理は季節の香りを感

じるのには、なかなかの

ものです。また、ほどほ

どいただくのがよろしい

でしょう。ヨモギのはつば
課題の設定については、参加者が五感＋第六感を

使い、オリジナリティにあふれた（自分だけの感じ

方を大事にする）表現ができるように内容を工夫す

ることが大切です。課題の設定によって参加者の充

実感が違ってきます。「こんな身近な所にこんなお

もしろいことがあったんだ。」と感じてくれるよう

な感想が出れば、身近な自然を意識するようにな

り、自然とのかかわりも楽しいものになってきま

す。

軸
・＆ 早目態で

海
-28－
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6日I乳3年雪組測あい学習
白謬観察ピンゴケニムば、ハ､'こぐ

の.1､雨でLたが､液で､､の永の緑や

アジウイがとマも誉れし､でした。

クイズばとても地､すかL<て‘子ども

燭に鶴えを閉かれて耐ゎずしん
けんに〃うて↓す､､ました萩、ヅヅジリ

クイズなどとてもた州こなソ．楽い、

一埼闘をずごし汎た。

鮭
挙嗣と 元二

〃

種11｜直弓 鯖

冒醒が湾Fh

F〃‐勺ロすかし『みぞ

の霊{ロIが．つり~ﾛ

訣中ざ。舗覗唾
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毒識fv懲熱鶴鋳職曇嘩軍凝熱蝋象
都心では比較的自然に恵まれている東京都世田谷。そのなかでも冬の多摩川は、ネイチヤーウオッチング

に最適な場所です。

今回の冬期研修会は、世田谷区の外郭団体である（財）せたがやトラスト協会と共同で、12月の第2土曜

日に、多摩川・兵庫島河川公園で開催します。バードウオッチングはもちろんのこと、植物なども含めた自

然全体をゲーム感覚でウオツチングしますので、全国愛鳥教育研究会会員の方はもちろんのこと、自然に関

心のある方ならどなたでも参加できます。あなたも、多摩川に群れるカモやカモメたち、春に備える草木た

ちなどに出会ってみませんか？

｢申し込み方法」「イベント要項」
◆月日：平成6年12月10日（土）

午前9時30分～11時30分まで。

◆集合時間：午前9時15分までに集合。

（受付は午前9時から）

◆集合場所：兵庫島河川公園・兵庫橋（公園側）

（新玉川線「二子玉川園」駅より徒歩

5分。案内図を参照。）

◆参加費：無料。

◆持ち物：筆記用具。

※服装・はきものはハイキングぐらいのもの。

雨具、手袋、暖かい服装も忘れずに1

双眼鏡・望遠鏡がある人は、持参しましょう。

◆参加を希望する人は､ハガキに①｢ネイチャー＆

バードウォッチング～入門編～」参加希望と書い

て、さらに､②参加者全員の名前③参加者全員の

年令･性別④代表者の住所と電話番号を書いて、

12月7日までに〒158東京都世田谷区玉川1-15-1

(財）せたがやトラスト協会ネイチャー＆バード

ウォッチング係まで送ってください。

※1．小雨決行。なお、お申し込みされた方は、当

日、直接集合場所にお集まりください。

※2.当日の雨天などによるお問い合わせなどは、

（財）せたがやトラスト協会（03-3708-7311．当

日は午前8時～9時）までご連絡ください。

渋谷

二子玉川園駅
毒ﾉﾛﾀ

二子橋(国道）
●玉川高島屋

●
富
士
観
会
館

2-.8.J．、

当
巳
集
合
場
所罰
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職

今回は、昨年行われた野生生物保護実績発表大会

を参観した折に頭から離れなかった愛鳥活動と保護

活動について考えてみたい。

十年ほど前に全国鳥獣（今では野生生物）保護実

績発表大会に参加した時に、いったい何を発表した

らよいのか悩んだものでした。当時、私の勤務校が

愛鳥モデル校の指定を受けていたので、2～3年に

わたるそれまでの愛鳥活動を紹介することが精一杯

でした。幸い、学校全体で愛鳥教育に取り組んでい

たため、まずまずの成績を修めることができまし

た。それでも、野鳥や自然保護に詳しい人を訪ね、

何をしたらいいものかと、未熟な活動を効率よく紹

介できる発表方法など、相談に乗ってもらったこと

を思い出します。

当時、今でもあまり変わらないと思いますが、鳥

獣保護（当時はこの名称）というイメージと教育活

動、そして、愛鳥モデル校の活動とが、どうもしっ

くりこない状況でした。

保護というからには何か目に見えるものでなけれ

ばならないのではないかと考え、弱った鳥をむりや

り捕まえてきたり、巣立ち直後の雛を誘拐？してき

たりして飼育し、その後､無事、治癒したり育った

鳥を朝会などの時間に放鳥するといった盛大な放鳥

会を催したり、巣箱をクリスマスツリーの飾りのよ

うに1本の木にたくさん掛けたり、1年中餌台に餌

を置き、野鳥を餌付けして、てなづけようとしたり

といった具合に、野鳥を一種のペットとしてつき合

うようなかかわり方を保護だと思いこんでしまうこ

とが性々にしてありました。

巣立ち雛をかわいそうだと思って捕まえることが

よいことなのかどうか、野鳥にとってどうすること

がベターなのかは、自然界における野鳥の生活を

知っていれば、当然見えてきます。人の手にかかる

ような野鳥は、その時点で、野生復帰はほぼ絶望的

です。自然界の中では、傷つき、命を落とすもの

は、他の生き物のエネルギーとなってまたよみが

えっていく。それが、自然のしくみです。命は、す

べてに与えられた公平な十字架なのです。

また、巣箱を掛けて、烏がその巣を使って雛をか

えすととてもうれしいものですが、反面、人の側の
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自己満足で終わりかねない要素があります。何も知

らない子どもが、親鳥が出入りする巣箱をのぞいた

りいたずらしたりするといったことも起こりえま

す。

以上のように、ちょっと意地悪く考えてみると、

素人が考える保護というのは、ちょっと問題が多い

ように思われます。根本の原因がわからないまま

に、表面的に対症療法をしているようなものです。

さて、野生生物保護に名称が変更されから、ホタ

ルやトンボや淡水魚などで保護活動をしている学校

が、その実例を発表するようになりました。とても

熱心な活動でした。しかし、「小学生が、専門家の

ような産卵や飼育をしてどうするのだろうか？

……」という思いが、その時、頭にこびりつくよう

に残ってしまったのです。というのは、魚やホタル

が生息している川や湿地などについての調査や整備

はあまり行わず、また、周辺住民へのアピールもあ

まりせず、ただ人工的に繁殖きせて数を増やして放

流しているだけのような感じを受けたからです。

保護の本質的な意味は、野生生物が自然の中で一

定の規模を保った集団として生存していけるよう

に、人の側が配慮していくことではないかと考えま

す。その意味では、2羽になってしまった佐渡のト

キを「保護する」と言っても、それはもう当初の意

味を失ってしまったということです。したがって、

単に個体#数を増やすというだけにとどまらず、野生

生物の繁殖環境や棲息環境を充分に調査し、野生生

物の行動や生活などについても研究していかなけれ

ばなりません。ところが、日本においては、このよ

うな分野の研究があまり進んでいないのが現状で

す。打つ手がないのであれば、思い切ってある程度

の線引きを行い、開発を認めないくらいのことをし

ておかないと、手段ができたころには、もう保護す

べき生物はいなくなってしまったということになり

かねません。

このような意味合いから、「保調ということに

ついて子どもなりにきちんと把握させておく必要性

があります。

傷ついた鳥を保護し、治癒させて野生復帰させる

ことも個体レベルの保護活動としては必要なことで



す。しかし、それが保護のすべてではなく、手段の

一つにしか過ぎないことを認識しなければなりませ

ん。それがなければ、前述したように、「傷ついた

烏探し」「はぐれ雛探し」になってしまう危険性が

あります。保護は、生態系レベルで考えていかなけ

れば意味はないのです。子どもができる保護への参

加については、無理の無い範囲内での活動を考えて

みるべきでしょう。

ここで大切なのは、ふだんから、フィールドで野

鳥を観察していくことです。そして、烏たちにとっ

てどんな環境が必要なのか、現在の環境のどこが不

都合なのかを感じとっていくことです。鳥たちの行

動から、その暮らしを見ていくことは、烏にとって

も人にとっても大事なことなのです。

日頃の観察を通して、烏たちにとって明らかに不

自然であり、住みにくいような要因があれば、それ

を除く対策を講じていくのは自然の流れです。例え

ば、テグスなどの撤去は、河原での環境では、必須

のことと言えましょう。最近では、プラスチック粒

や鉛弾などによる生物への影響がわかってきていま

す。テグスについては、その因果関係が素人にもわ

かりやすく、そのため活動としてもとりつきやすい

ものです。一方、プラスチック粒などについては研

究者などの報告や発表があって初めてその因果関係

がわかるような、素人にはわかりにくい内容です。

このようなことにも対応するためには、普段からの

情報の収集が必要になってきます。

また、普段から烏を見ているフィールドが開発さ

れる状況になった時、そこの自然環境を保護するた

めに、その地域をそのまま残そうという活動を展開

することも可能です。神奈川県内のある小・中学校

の愛鳥モデル校では、遊水池や水田地帯に生活する

鳥を含めた生き物たちを残そうとして成功した例が

ありました。このような場合、残すことの意味とそ

の必然性を地元の人たちに理解してもらい、その賛

同を得ることが大事です。普段の観察や調査の結果

から、そこにいる生き物の様子を把握し、そのデー

タを基にして、残す意味を明らかにし、その必要性

と重要性とを市民にアピールして、コンセンサスを

得ていくわけです。その土地の有効な活用手段とし

て、テニスコートにするのがいいのかi旋水池のまま

がいいのか？、また、市民の教育施設として、自然

教育園のような施設をつくるのがいいのか？はたま

た、そのまま手をつけずにおくのがいいのかといっ

たことについての理解が得られる提案をするには、
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日頃から、そのフィールドにおいて、探烏会や観察

会を市民を対象に催したり、PRのためのイベント

を人が集まる所で開いたりすることも必要になって

きます。

しかし、これは何も、自分たちのフィールドが開

発されることになる日のために日頃から調査をした

り探鳥会をしたりするというのではありません。ま

た、何も子どもたちを大人の政治的な話にまで首を

突っ込ませようとすることでもありません。また、

何も直接の保護をするために愛鳥活動をしているわ

けではありません。あくまでも、自分たちと生き物

との距離を短くし、より身近なつき合いができるよ

うにするための活動ですし、烏が自然が好きだか

ら、烏を見、自然の中で過ごす時間が増えていくだ

けのことです。そして、その活動が、仲間や家族、

地域の人たちへ烏や自然への関心を広めていくこと

になるのは自然の成りゆきのことなのです。愛鳥活

動に派手な保護活動は似合いません。普段からの地

道な活動の結果として、その地域の保護が形作られ

進められていくのが望ましい姿であると考えます。

以前、私の勤務先の学校周辺の観察コースで探鳥

会をしていた折、キジバトをぶら下げたハンターに

出会ったことがありました。そこは、冬になるとよ

く散弾銃の薬きょうが落ちていて、みんなで困った

ものだと思っていた地域です。その後、銃猟禁止区

域の線引きの見直しの際に、校内の代表委員会に提

案し、全校の意見がまとまったところで市に要望書

を提出したところ、無事銃猟禁止区域になりまし

た。その後は、前述のようなハンターと逢うことは

なくなりました。これも、普段からつき合っている

フィールドでの問題について、子供たちなりに取り

組んで成功した例です。

保護する心も開発する心も、みな人の心の中にあ

るものです。保護する心の持ち主が多くなれば、そ

れは烏たちにとってベターなことだと思います。保

護する心を持つ人が増えるように、野鳥や自然のお

もしろさをみんなに広めていくことが、学校ででき

るきわめて効果的で実践的な保護活動なのです。

鳥を見ながら自然のしくみを学んでいくことは、

鳥が好きだという想いと共に私たちの愛鳥活動を盛

り上げていく二つの大きな柱です。そして、鳥が好

きだという想い（情熱）と、人を楽しませ納得させ

る科学的データの両輪で、保護活動は進んでいきま

す。そして、このことが、地域の自然環境を維持し

ていくのです。



愛鳥教育No.451994.10

まとめてみますと、普段からの愛鳥活動が保護が

必要になった時に役立っているのであって、保護の

ために愛鳥活動をしているのではありません。もち

ろん野生生物保護実績大会のために保護活動をする

わけでもありません。学校教育の中で鳥を通して自

然のしくみを学んでいきながら、鳥や自然への想い

を盛り上げていき、地域へそれを広めていく活動が

メインであって、その結果として、地域の自然環境

が維持されることになります。普段からの地味な活

動の継続が、ここ一番の直接の保護を支えていくの

です。

蕊蕊蕊蕊蕊蕊蕊 蕊;蕊蕊蕊蕊蕊溌蕊蕊蕊溌蕊蕊議蕊蕊蕊灘蕊§蕊蕊驚識蕊繍蕊蕊議灘蕊蕊蕊蕊蕊蕊蕊蕊蕊

恩事務局聯も轍”おi知ら：せ…
P31でお知らせした通り、冬期研修会を行いま

す。

側せたがやトラスト協会のバードウォッチング

は、初心者や一般市民を対象にした1000人規模で

のウオッチングです。今回で3回目ですが、これほ

ど大規模のバードウォッチングは、他に例を見ない

ものでもあり、新聞にも報道されました。

通常のウオッチングでは、指導者が参加者を引き

連れて、フィールドを移動していくことが多いので

すが、1㈹0人もの規模では、指導者の数を増やし

ても効果を上げることは難しくなります。

そこで、発想を転換して、指導者は鳥がよく出て

くれるフィールドの要所要所に位置を定め、参加者

が自主的に移動してくるのを待ちます。そして、指

導者もボランティアの方が中心です。

フィールドそのものは、玉川の中州と河川敷とい

う変化に乏しい環境であり、広さもそれほどのもの

ではありません。それでも、カモやカモメの仲間、

ゴイサギ、モズなどが見られます。カワセミも出て

くれます。

このような条件の中で、見られる鳥を絞り込むこ

とで、翻りにあまり自信のないボランティアの方で

も、十分に指導することができます。参加者も、指

導者の都合でなく、自分の見たいポイントで見たい

烏を好きなだけ観察することができます。

このようなユニークなバードウオッチングの様子

を、ぜひご覧いただければと思います。

､”伽･･･00．．.“。.- 編集後記
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諸般の事情から、発行が大幅に遅れ、まことに申

し訳ありません。ようやくですが、45号をお届けい

たします。

本号は、全国各地の実践についての報告がメイン

の内容です。一口に愛鳥教育と言っても、いろいろ

な方法が可能ですし、また、現在の状況の中で可能

な方法から始めて行かねばならないということもあ

ります。

その意味でも、それぞれの実践が意味を持ってい

るように思います。と同時に、情報交換が大切では

ないかと思います。

（杉田）
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愛鳥クイズ
,再品口宇け申一画

【前回の解答】

1．ツバメ・イワツバメ・コシアカツバメ・ショウドウツバメ・リュウキュウツバメの5種≦

2．主に東南アジアのマレーシア・フィリピン・インドネシア・台湾など。

3．もどってくる（愛鳥教育44号の金井副会長の研究例では2割が同じ巣に戻ると報告している1
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【今回の問題I

今回は、烏の名前について、考えてみましょう。

下のi23のグループの中で4種類とも本当にいるグループは何番でしょう。

1.アオアシシギ・アオゲラ・アオサギ・アオジ

2．アカアシシギ・アカゲラ・アカサギ。アカジ

3．クロアシシギ・クロゲラ・クロサギ・クロジ
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